
　みなさん、博物館って言うとシーンとした重苦し

い雰囲気で、展示物を見るって感じですよね。今議

会で、教育委員会事務局歴史遺産課から提出された

議案は、館内の展示物の撮影を許可し、広く観覧者

に SNS 等の会員制交流サイトで PR してもらおうと

いうものです。博物館は私たちの貴重な財産ですか

ら、市民の皆さんで PR し、たくさんの方々に奥州

市の良い所を知ってもらいましょう！（本文 P8 参照）

牛の博物館条例

なにが変わったの？ 

　天文台で天の川を眺めてい

たら、2 匹の蛍が仲良さげに

飛んできた様子。織姫と彦星

かな？一刻も早く世の中に平

穏が戻るよう星空に願います。

表紙紹介

［委 員 長］　飯坂 一也　　［副委員長］　高橋　晋

［委　　員］　小野　 優　　及川 春樹　   高橋　浩　　千葉 康弘　　瀨川 貞清　　菅原 圭子

議会広報

委員会

　「おはようございます！」見上げると

通学する中学生でした。家庭内で小さ

い頃からの挨拶習慣が大事だと感じま

す。学校ボランティアをしていても同

じ事を感じています。

　中学校建設にあたり、色々と問題点

が出て、未だ解決していないと聞いて

おります。個人的には、スクールバス

がない所で５キロ近くある学校に通う

孫たち。中学生になれば 10 分くらい

で登校できます。それは純粋

にありがたいと思います。

　子どもの頃から何かを作ることが好

きでした。今は木材でどんな風に作る

か考え、仕上がりを想像しながらの作

業が好きです。父に教わりながら、祖

父の代から続く建築業をこれからも続

けて行こうと思っています。趣味らし

い趣味はありませんが、これから何か

探したいと思っています。

　議会や市政はあまり意識したことは

ありませんでしたが、安心してこんな

生活が続けられる市政

を期待します。

普通の生活をファイト！おうしゅうっ子

　４月から広報委員会は新メンバーでのスタート

です。市民への取材活動や、市内高校への議会だ

よりの配付など、活動テーマも決まりました。コロ

ナ禍の中、多様な課題にどう向き合うか。議会だよ

りを考える入り口にしてもらえればと思います。

（飯坂 一也）

あ と が き

及
おい

川
かわ

  匠
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ま

理
り

子
こ
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定例会でハッケーン！
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気になる話題を解説

次の定例会は8月28日（金）の開会予定です。

定例会インターネット中継が

ご家庭でもご覧になれます。

奥州市ホームページ 奥州市議会 検 索

わ
た
し
も

ひ
と

と
こ

お
う
し
ゅ
う

おうしゅう市議会はILC計画を応援しています

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

発行日／令和 2年 7月22日

発　行／奥州市議会

No.57

定例会後

年4回発行

6月定例会

主な内容

新型コロナ対策臨時会    2

議会改革度調査  4

各常任委員会の取組み紹介  5

一般質問  10



 

第
２
回
臨
時
会

４
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
で
は
、

専
決
処
分
に
対
す
る
審
議
と
し
て
奥
州
市
税

条
例
等
の
一
部
改
正
案
や
、
奥
州
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
案
、
令
和
元
年

度
の
各
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
消
防
団
に

配
備
す
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
５
台
を

取
得
す
る
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
令
和
２
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
と
、
令
和
２
年
度

国
民
宿
舎
等
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

が
一
括
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

衣
川
荘
、
存
続
の
危
機

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
国
民
宿
舎
サ
ン
ホ
テ
ル
衣
川
荘
の
客
数

が
大
幅
に
減
少
。
経
営
は
窮
地
に
追
い
込
ま

れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
５
月
に
営
業
を
終
了
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

こ
の
補
正
予
算
は
、
営
業
終
了
を
防
ぐ
た
め

の
措
置
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、
具
体
的
に

は
財
政
調
整
基
金
か
ら
６
６
９
８
万
円
と
い

う
多
大
な
額
を
取
り
崩
し
、
衣
川
荘
の
補
助

に
充
て
る
と
い
う
内
容
で
す
。

期
限
は
９
月
末

巨
額
の
財
政
支
援
を
求
め
る
か
ら
に
は
、

今
後
の
見
通
し
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
当
局
は
、
民
間
譲
渡
の
期
限
を
９

月
末
と
定
め
、
「
そ
れ
ま
で
に
譲
渡
が
実
現

し
な
い
場
合
に
は
、
衣
川
荘
を
廃
止
す
る
」

と
明
言
し
ま
し
た
。

質
疑
の
中
で
、
「
譲
渡
で
き
ず
に
廃
止
と

な
っ
た
場
合
、
解
体
に
は
お
よ
そ
３
億
円
の

費
用
が
必
要
と
な
る
」
こ
と
や
、
「
譲
渡
に

つ
い
て
は
、
相
手
先
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
も
問
い
合
わ
せ
が

複
数
あ
っ
た
」
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
へ
の
説
明
が
ま
だ
不

足
し
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
指
摘
に
対
し
、

振
興
会
を
通
じ
て
の
説
明
や
資
料
の
全
戸
配

布
を
実
施
す
る
こ
と
、
集
会
が
で
き
る
状
態

に
な
っ
た
際
に
は
、
説
明
会
を
改
め
て
実
施

す
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
も
様
々
な
質
問
・
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
全
会
一
致
で
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
も
そ
も
議

会
と
し
て
３
月
に
予
算
を
通
し
、
今
年
度
の

事
業
継
続
を
認
め
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
廃
止

と
し
て
は
施
設
の
存
続
を
求
め
る
、
地
域
の

方
々
の
思
い
を
反
映
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
当
初
は
来
年
４
月
１
日
付
け
で
の
譲

渡
と
し
て
い
た
も
の
を
半
年
前
倒
し
、
そ
れ

が
実
現
で
き
な
け
れ
ば
９
月
末
を
も
っ
て
廃

止
す
る
、
と
ま
で
明
言
し
た
市
当
局
の
意
志

も
尊
重
し
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会

５
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る

た
め
の
奥
州
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
案

や
、
奥
州
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
案
な
ど
、
５
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号
）
は
、
国
民
全
員
に
一
律

10
万
円
が
給
付
さ
れ
る
、
「
特
別
定
額
給
付

金
」
に
関
す
る
も
の
で
す
。

 

第
４
回
臨
時
会

５
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
で
は
、

発
熱
外
来
に
係
る
臨
時
診
療
所
の
設
置
を
規

定
し
た
、
奥
州
市
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療

所
条
例
の
一
部
改
正
案
を
含
む
４
議
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
防
止
に
関
す
る
費
用
、
地
域

経
済
や
住
民
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
費

用
を
盛
り
込
ん
だ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
対
象

事
業
に
関
す
る
も
の
で
、
約
5
億
4
千
万
円

の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

異
例
の
３
度
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

市
民
生
活
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、

対
応
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
を

審
議
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

３
度
の
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
審
議
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

奥
州
市
議
会
臨
時
会

主な臨時交付金対象事業

１  命を守る

　●感染防止資材の配置

　●発熱外来診療所の設置

　● 感染症医療体制整備（水沢病院、まごころ病院）

　　遠隔診療体制整備（前沢診療所、衣川診療所）　ほか

２  暮らしを守る

　●家賃補助

　●宿泊施設への事業継続資金の給付

　●休業協力要請対象外の飲食店等への事業継続資金の給付

　●ひとり親家庭への現金給付

　●市の奨学金貸与者への一時金支給　ほか

３  暮らしと経済の立て直し

　●感染症収束後の市内宿泊施設への宿泊促進

　●和牛肥育経営生産基盤支援　ほか

４  感染症に強い生活環境・地域経済

　●庁内オンライン会議環境の構築

2令和２年６月定例会3 おうしゅう市議会だより 存続が危ぶまれる国民宿舎サンホテル衣川荘

窓口には感染防止資材を配置

な
ぜ
衣
川
荘
だ
け

衣
川
荘
は
公
営
企
業
で
す
の
で
、
そ
の
経

営
は
独
立
採
算
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
公
の
施
設
で
も
あ
る
た
め
、
市
と

し
て
施
設
を
維
持
す
る
責
務
も
あ
り
ま
す
。

当
然
な
が
ら
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
、
経
営
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
い

る
の
は
、
何
も
衣
川
荘
に
限
っ
た
話
で
は
な

い
た
め
、
巨
額
の
財
政
支
援
を
投
じ
る
こ
と

に
議
員
か
ら
は
疑
問
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。民

間
譲
渡
の
行
方
は

市
は
こ
れ
ま
で
、
衣
川
荘
を
民
間
譲
渡
す

る
こ
と
で
地
域
住
民
に
説
明
し
、
今
ま
さ
に

そ
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
営
業

終
了
と
い
う
事
態
を
招
い
て
し
ま
う
と
民
間

譲
渡
そ
の
も
の
が
難
し
く
な
り
、
地
域
住
民

が
求
め
る
施
設
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
加
え
て
、
現
在

勤
め
て
い
る
従
業
員
の
雇
用
も
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

民
間
譲
渡
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ど
う
し

て
も
今
回
の
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
判
断
が
議
会
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会
内
容
は
、

下
記
Q
R
コ
ー
ド
へ

第
４
回
臨
時
会
内
容
は
、

下
記
Q
R
コ
ー
ド
へ

第
２
回
臨
時
会
内
容
は
、

下
記
Q
R
コ
ー
ド
へ

主
な
臨
時
交
付
金

対
象
事
業



　

政
務
活
動
費
は
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
奥
州
市
で
は
、

議
員
１
人
当
た
り
月
額
1
万
2
０
０
０

円
、
年
額
で
14
万
4
０
０
０
円
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
分
の
収
支
報
告
書
、
領

収
書
等
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
当
市
議
会
で
は
、
平
成
29
年

度
分
以
降
の
政
務
活
動
費
に
係
る
領
収

書
の
コ
ピ
ー
等
を
公
開
し
て
お
り
、
こ

の
取
組
み
が
上
記
ラ
ン

キ
ン
グ
に
お
い
て
も
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
　

　

議
会
は
討
論
す
る
場
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
員
間
の
活
発
な
議
論
が
議
会
を
活

性
化
し
、
市
政
を
監
視
す
る
機
能
が
働
き

ま
す
。
昨
年
度
は
、
是
々
非
々
で
の
議
論

の
結
果
、
２
件
の
議
案
撤
回
・
再
提
案
、

１
件
の
上
程
前
見
送
り
が
あ
り
ま
し
た
。

※ 

ほ
か
、
政
策
提
言
の
実
施
や
、
議
会
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
評
価

　

市
民
か
ら
の
様
々
な
意
見
を
お
聴
き
す

る
場
と
し
て
「
市
民
と
議
員
の
懇
談
会
」

を
開
催
。
最
近
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

形
式
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
市
民
と
の

対
話
を
重
視
し
た
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

※ 

ほ
か
、
会
議
へ
の
傍
聴
（
参
加
）
や
、

会
議
録
、
会
議
資
料
の
公
開
が
評
価

　

全
面
フ
ル
カ
ラ
ー
で
見
や
す
さ
を
追
求

し
た
広
報
誌
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
な
ど
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
用

い
て
議
会
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

ほ
か
、
議
会
中
継
の
映
像
配
信
、
政
務

活
動
費
の
公
開
が
評
価

1

機
能
強
化
の
取
組
み

【
部
門
別
全
国
２
位
】

3

情
報
共
有
の
取
組
み

【
部
門
別
全
国
62
位
】

2

住
民
参
画
の
取
組
み

【
部
門
別
全
国
27
位
】

「全国９位」奥州市議会
総合ランキング

議 会 改 革 度 調 査 2 0 1 9 のランキング 発 表

市議会政務活動費

収支報告書

を公開

総合
順位

都道

府県
議会名

個別順位

情報

共有

住民

参画

機能

強化

1 兵庫県 西脇市議会 3 7 4

2 北海道 芽室町議会 2 1 21

3 東京都 町田市議会 4 3 17

4 群馬県 桐生市議会 31 27 1

5 東京都 多摩市議会 12 13 5

6 三重県 四日市市議会 16 40 3

7 大阪府 堺 市 議 会 7 44 5

8 北海道 福島町議会 1 53 19

9 岩手県 奥州市議会 62 27 2

10 石川県 加賀市議会 20 48 7

　地方から政治を変える取組みをしている早稲田大学マニフェスト研究所（顧問：北川正恭・早

大名誉教授）は、議会改革度調査 2019 の総合ランキングを発表しました。全国 1788 議会のう

ち、回答のあった 1433 議会の中から、奥州市議会は前回の全国 68 位から大幅にアップとなる

全国９位を獲得しました。ここでは、当市議会が評価された活動内容についてお知らせいたします。

議会改革度調査
2019

総合ランキング
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各常任委員会各常任委員会の
取組み紹介
　奥州市議会の常任委員会の任期は２年。令和２年度に入り、委員会の体制が新し

くなりました。委員会ごとに政策提言のテーマや活動方針などを定め、所管事務調査

などを実施しています。

　委員会活動に反映させることを目的に、市民の皆さんから委員会へのご意見や、

市政に対する考えをお聞きしました。次ページから、その内容についてご紹介します。

　常任委員会は、本会議の議決前のいわば下審査を行なうために、議会の内部機関とし

て設けられるものです。奥州市議会には、総務、教育厚生、産業経済、建設環境の４つ

の常任委員会があり、条例によってその所管事項が定められています。それぞれの常任

委員会の構成議員の数は、総務常任委員会６人、教育厚生常任委員会７人、産業経済常

任委員会６人、建設環境常任委員会６人です。議長は常任委員会に所属しません。

常任委員会

とは

前列左から　委員長／中西秀俊　副委員長／今野裕文

後列左から　高橋　晋　菅原由和　佐藤郁夫　菅原圭子

前列左から　委員長／菅原　明　副委員長／廣野富男

後列左から　及川春樹　千葉和彦　瀨川貞清　藤田慶則

前列左から　委員長／髙橋政一　副委員長／小野寺　満

後列左から　小野　優　高橋　浩　及川　佐　千葉　敦　

　　　　　   阿部加代子

前列左から　委員長／小野寺　重　副委員長／加藤　清

後列左から　飯坂一也　及川善男　渡辺　忠　千葉康弘

総 務

産業経済

教育厚生

建設環境



総 務　総 務　

総 務　総 務　

お互いを思いやる気持ちを育みながら家庭生活を

営むことが、より良い地域づくりにつながると思い

ます。和を大切にした生活が重要ということを民生

委員の活動を通じて感じました。

そこで、胆沢総合支所内の空きスペースを、保育

所や高齢者の集える場所として開放し、複合的に使

用できないものでしょうか。また、

体育館を使用したくても、部活動

でおさえられて予約を取るのも

大変です。上手に施設をすみ分

けし、地域の活気を創造して

ほしいです。

極力地元で買いものをしたいですし、商店街も地

場消費を願っています。そのためには、お客さんに

来てもらう環境づくりも必要です。長年続いてきた

お店が廃業せざるを得ないのは、殿様商売になって

しまったためではないでしょうか。

東日本大震災の時、スーパー等では商品が棚から

無くなりましたが、地元商店では、

在庫を切らすという事はありま

せんでした。こういうお店こそ

大事にしたいですね。

生徒数が少ないことで選択する部活が限られると

いうのは、子ども達にとって深刻な問題です。小規

模校は先生の目が届きやすい利点がある一方で、手

をかけすぎてしまうという懸念もあります。今後の

ことを考えれば学校の統廃合は必要でしょう。

都市部に進学した大学生が、帰省をしてオンライ

ン授業を受けている様子を見ると、

環境が整えば、地元にいながら大

学教育を受けることができるのだ

と感じました。今後の教育環境整

備に期待します。

奥州市に転入された方は、ごみステーションの場

所や収集日、ごみの分別方法を早く知りたいはずで

す。市役所の窓口や不動産店に、それらの情報をわ

かりやすく並べると良いのではないでしょうか。

世の中では環境保護への関心が高まっています。

ごみ処理の見える化、ごみに関するアプリ開発など

は効果があると思います。また、市が、

子ども服リユースの取組みを進めれ

ば、子育て支援にも役立つと思います。

美しいまちを保っていきたいですね。

阿
あ べ

部 和
か ず こ

子さん（胆沢）佐
さ と う

藤 教
の り ゆ き

幸さん（衣川）

中
な か じ ま

嶋 尚
な お こ

子さん（江刺）吉
よ し だ

田 由
ゆ み

美さん（前沢）

主な活動テーマ

●公共施設のあり方について　●財政運営の健全化について  ほか

主な活動テーマ

●観光施設等の民間譲渡について　●伝統工芸品の生産と需要について  ほか

主な活動テーマ

●少子化における学校教育のあり方　●子育て支援について  ほか

主な活動テーマ

●ごみの減量化とリサイクルの取組み　●交通安全対策の取組み　ほか

各 常 任 委 員 会各 常 任 委 員 会 の 取 組 み 紹 介

以前、バスガイドの面接を受けた時に、地域の魅

力を説明できなくて悔しい思いをしました。子ども

は学校行事などで市内文化施設を訪れますが、大人

になるとなかなか機会がないものです。奥州市内の

ドラマや映画などの舞台になった場所や、聖地を巡

るイベントを企画し、観光客を誘致するのも良いと

思います。

記念館を統合する話が出ています

が、まずは人が集まる工夫が必要

だと思います。地元の人が行き

たくなるような施設をつく

り、賑わいの創出を。

市が発展していくためには、定住者の増加が不可

欠です。県内に就職する学生のＵターン者や県外か

らの I ターン者が地元に定着してもらえるように、

新しいチャレンジができる環境づくりが求められて

いると思います。多くの規制により、せっかくの定

住や起業がとん挫してしまうようでは残念です。

　財政が厳しいのであれば、次

世代のための住環境の規制緩和

と、将来を見据えた合理的な計

画を望みます。

１歳の子を持つ親として、学校の統廃合に関心が

あります。少子化が進む中、統廃合の流れは当然だ

と思いますし、教育内容の充実がさらに大事だと考

えます。

高等な教育よりも、「将来もここに住みたい」「こ

こに生まれて良かった」という郷土愛を育む学校教

育を望みます。

岩手県もようやく部活動が強制加入

ではなくなってきています。部活動

の存在が子どもの選択肢を狭めてき

た部分があるので、これも

いい流れだと思います。

産業廃棄物収集運搬の仕事をしています。建設工

事現場などから、木くずや石膏ボードなどの資材を

集めて分別し、中間処理施設に運びます。再利用に

つながるように、細かく分別していますが、この作

業が非常に大変です。また、環境への意識が高まっ

ていることで、受入れ先の要求も高くなってきてい

ますが、しっかり対応しています。

地域のみなさんに環境への意識と協

調性を持ってもらうために、毎年皆で

チューリップを植えます。若い人が

住みたくなるような、活気ある地

域になることを願っています。

総  務産 業 経 済

教 育 厚 生建 設 環 境

和を大切にした生活を和を大切にした生活を地元で買いものを地元で買いものを

時代に合った教育環境の整備を時代に合った教育環境の整備を環境を守るために様々な取組みを環境を守るために様々な取組みを

地元の人が行きたくなるような施設づくりを地元の人が行きたくなるような施設づくりを新しい時代につながる政策を新しい時代につながる政策を

教育内容の充実がさらに大事教育内容の充実がさらに大事美しいまちをつくりたい美しいまちをつくりたい

千
ち だ

田 久
く み こ

見子さん（水沢）菅
す が わ ら

原 その子
こ

さん（水沢）

黒
く ろ さ わ

沢 健
た つ の り

典さん（胆沢）木
き む ら

村 勝
か つ じ

治さん（江刺）
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令和２年

第１回臨時会の

令和２年

第２回定例会の

あらましあらまし

　第１回臨時会は３月 27 日に開催され、議会

の常任委員会・議会運営委員会の委員の選任、

市長から委員の選任１件、条例の一部改正３件、

財産取得・変更契約議決を求めるもの２件、令

和２年度一般会計補正予算（第１号）の計７議案

が提出され、いずれも原案の通り可決しました。

　新型コロナウイルス感染症、自然災害その他

の外的要因による経営状況の悪化に伴って、事

業資金を必要とする中小企業の資金調達を支援

するもの。 （施行期日　公布の日）

　子ども・子育て支援法施行規則の一部改正に

伴い、新型コロナウイルス感染症により臨時に

休園等をする場合等において、保育の提供がな

されなかった期間を除いて、利用者負担額を日

割りによって計算できるように措置するもの。 

 （施行期日　公布の日）

　前沢北こども園の新築工事に関し、園児ロッ

カーの追加等の変更契約に係る議決。

　第２回定例会は、６月５日から６月 23 日まで開催され、市長

から委員の選任１件、条例の一部改正９件、令和２年度の一般

会計補正予算（第６・７号）、国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）、介護保険特別会計補正予算（第１号）、工業団地整備事

業特別会計補正予算（第１号）など計 15 議案が提出され、い

ずれも原案の通り可決しました。

　所有者不明土地等に係る固定資産税の課税に対応するための

申告制度の創設、新型コロナウイルス感染症等に対応した税制

措置等について規定するもの。（施行期日　令和２年 10 月 1 日）

　館内の撮影等の許可を受けることを不要とすることで、誘客

の促進、来館者の利便性の向上、及び職員の事務負担の軽減を

図るもの。 （施行期日　令和２年７月１日）

　小学生までを給付対象として実施している現物支給の対象を、

中学生まで拡大するもの。 （施行期日　令和２年８月１日）

　旧前沢町時代に職員の駐車場不足解消の目的で借り入れてい

た、前沢あすか通駐車場を土地所有者へ返還するもの。

（施行期日　令和２年８月１日）

　江刺フロンティアパークに隣接する新工業団地整備計画の前

倒しに伴い、工業団地整備事業経費 2990 万２千円を追加する

もの。

3 月6 月

奥州市中小企業あっせん条例の一部改

正

前沢北こども園新築建築工事の請負変

更契約の締結に関する議決

令和２年度 奥州市工業団地整備事業特別会計補正予算

（第１号）

奥州市子ども、妊産婦及び重度心身障害者医療費給付条例、

及び奥州市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部改正

奥州市前沢駐車場条例の一部改正

奥州市牛の博物館条例の一部改正

奥州市税条例の一部改正

奥州市子どものための教育・保育給付

に係る利用者負担に関する条例の一部

改正

議 案 審 議議 案 審 議
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議　席 3 5 6 15 20 24 26 7 12 13 14 17 23 8 11 22 25 27 1 2 4 18 16 19 28

氏　名 

千
葉　

和
彦

小
野
寺　

満

高
橋　
　

浩

菅
原　

由
和

中
西　

秀
俊

藤
田　

慶
則

渡
辺　
　

忠

千
葉　

康
弘

葊
野　

富
男

及
川　
　

佐

菅
原　

圭
子

髙
橋　

政
一

小
野
寺　

重

瀨
川　

貞
清

千
葉　
　

敦

菅
原　
　

明

今
野　

裕
文

及
川　

善
男

小
野　
　

優

及
川　

春
樹

高
橋　
　

晋

加
藤　
　

清

飯
坂　

一
也

阿
部
加
代
子

佐
藤　

郁
夫

会　派
無
会
派

議案第  9  号 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 14:11

発議案第 22 号 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ×× ×× ○○ 20:5

請願第  9  号 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ 23:2

請願第 10 号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ 18:7

( 賛成＝○○、反対＝ ××）

※議長は採決には加わりません。

奥和会 奥州みらい 日本共産党 新奥会

賛
成

：

反
対

公明党

採決結果一覧表

議案番号 案  件  名

議案第  9  号 奥州市前沢駐車場条例の一部改正について（委員会付託省略の動議）

発議案第 22 号 種苗法改正の中止を求める意見書

請願第  9  号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書

請願第 10 号 国に対し、消費税の税率を５％に引き下げるよう求める請願

採決で賛否が分かれた案件の採決結果です。これ以外の

議案等は全会一致で可決されています。賛賛否否のの公表公表

及　

川　

善　

男　

議
員

議
員
4545

年
以
上

左から　菅原由和議員、髙橋政一議員、佐藤郁夫議員、菅原明議員、小野寺重議員、
及川善男議員

　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
96
回
定
期
総
会
に

お
い
て
、
当
市
議
会
議
員
6
名
が
永
年
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ

り
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
23
日
、
本
会
議

場
に
お
い
て
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

佐　

藤　

郁　

夫　

議
員

髙　

橋　

政　

一　

議
員

菅　

原　

由　

和　

議
員

議
員
1010

年
以
上

小
野
寺　
　
　

重　

議
員

菅　

原　
　
　

明　

議
員

議
員
1515

年
以
上

議
員 表

彰

議案第9号

発議案 22号

請願９号・
請願10号

第２回定例会 第１回臨時会
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ここが

聞きたい! 一般質問

QR コードにスマー
トフォンをかざすと、
質問・答弁の動画を
見ることができます。

若
年
性
が
ん
患
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
妊

よ
う
性
保
存
治
療
へ
の
支
援
、
医
療
用
補
整
具
（
ウ
イ
ッ

グ
、
下
着
、
人
工
乳
房
な
ど
）
の
購
入
補
助
支
援
、
在

宅
療
養
生
活
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

医
療
用
補
整
具
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。
他
に
つ
い
て
は
、
県
・
国
に
要
望
し
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
、
そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
て
推
進
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
前

沢
と
衣
川
の
各
診
療
所
か
ら
取
組
み
を
始
め
る
。

４
月
９
日
、
水
沢
の
上
空
を
オ ※

２

ス
プ
レ
イ
と
見

ら
れ
る
航
空
機
が
低
空
飛
行
し
た
と
の
目
撃
情
報
が
複

数
寄
せ
ら
れ
た
。
市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
市
と

し
て
抗
議
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
上
空
飛
行
に
つ
い
て
は
初
耳

で
あ
り
、
県
も
把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
今
後
、

飛
行
の
事
実
を
確
認
し
た
際
に
は
、
市
民
の
安
全
と
安

心
を
脅
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
関
係
機
関
を
通
じ
て
要

請
す
る
。
懸
念
さ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
遠
慮
な
く

担
当
課
に
ご
一
報
い
た
だ
き
た
い
。

加
齢
性
難
聴
は
、
う
つ
病
や
認
知
症
の
原
因
の

ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
補
聴
器
の
購
入
や

補
修
へ
の
助
成
を
。

加
齢
に
よ
る

身
体
能
力
低
下
へ
の

支
援
は
、
そ
の
公
平

性
や
実
効
性
な
ど
か

ら
検
討
が
必
要
。
市

の
財
政
状
況
に
お
い

て
、
市
単
独
で
の
助

成
は
難
し
い
。

国
は
、
事
業
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
の
国
保
税

の
減
免
、
お
よ
び
自
治
体
に
対
し
て
減
免
分
の
財
政
支

援
を
表
明
し
た
。
市
は
、
国
保
税
の
減
免
を
早
期
に
実

施
す
べ
き
で
は
。

前
年
の
所
得
が
１
千
万
円
以
下
の
世
帯
で
、
今

年
の
事
業
収
入
な
ど
が
３
割
以
上
減
少
す
る
見
込
み
で

あ
る
世
帯
に
お
い
て
減
免
す
る
。
減
免
割
合
は
２
割
か

ら
10
割
と
す
る
。 

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り
、
枝
肉
の
需
要

は
大
き
く
減
退
し
、
価
格
は
前
年
に
比
べ
約
20
万
円
下

落
し
た
。
価
格
低
迷
に
対
す
る
支
援
策
は
。

畜
産
農
家
が
今
後
も
意
欲
的
に
事
業
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
９
月
末

ま
で
に
市
内
産
の
素も

と

牛う
し

を
導
入
し
た
場
合
、

１
頭
当
た
り
９
万
円

を
支
援
す
る
。

一般質問とは ?

議員が市の仕事全般につい

て、市長などに報告を求め

たり、将来の方針等につい

て質問することをいいます。
今定例会の一般質問は、17 人の議員が登壇しました。質問、答弁の要旨を掲載します。

（文責は質問議員）

オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行
に
抗
議
す
べ
き

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
等
に
助
成
を

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
早
期
に

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
畜
産
農
家
へ
の
支
援
策
は

中西　秀俊（奥和会） 10P

千葉　　敦（日本共産党） 10P

阿部加代子（公明党） 11P

加藤　　清（新奥会） 11P

瀨川　貞清（日本共産党） 11P

及川　春樹（新奥会） 12P

廣野　富男（奥州みらい） 12P

飯坂　一也（公明党） 12P

千葉　和彦（奥和会） 13P

小野寺　満（奥和会） 13P

髙橋　政一（奥州みらい） 13P

菅原　　明（日本共産党） 14P

及川　　佐（奥州みらい） 14P

今野　裕文（日本共産党） 14P

千葉　康弘（奥州みらい） 15P

高橋　　晋（新奥会） 15P

及川　善男（日本共産党） 15P

質
問
議
員

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問

市
長

市
長

市
長

市
長

阿あ

べ部 

加か

よ

こ

代
子 

議
員

公
明
党

瀨せ

が

わ川 

貞
さ

だ

き

よ清 

議
員

日
本
共
産
党

千ち

ば葉 

敦
あ
つ
し 

議
員

日
本
共
産
党

ここが

聞きたい! 一般質問

こ
ど
も
園
新
設
に
向
け
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
前
向
き
な
取
組
み
を
期
待
す
る
。

建
設
場
所
は
、
玉
里
地
域
を
想
定
し
て
い
る
。

最
終
的
に
は
、
送
迎
の
利
便
性
や
小
学
校
再
編
の
議
論

の
結
果
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
。

　

保
育
の
空
白
地
帯
を
作
ら
な
い
た
め
に
、
保
育
時
間

や
通
園
体
制
な
ど
を
含
め
、
行
政
が
責
任
を
持
っ
て
運

営
課
題
の
整
理
を
進
め
る
。

適
切
な
教
育
環
境
の
確
保
に
向
け
て
、
玉
里
・

米
里
・
木
細
工
・
梁
川
・
広
瀬
の
５
つ
の
小
学
校
の
統

合
が
必
要
と
考
え
る
。

各
小
学
校
の
全
校
児
童
数
は
少
な
い
学
校
で

９
名
、
多
い
学
校
で
も
46
名
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
４
年

９
月
を
め
ど
に
学
校
再
編
計
画
を
ま
と
め
る
予
定
。
段
階

的
な
統
廃
合
や
学
区
再
編
を
含
め
て
検
討
す
る
。

江
刺
東
こ
ど
も
園
新
設
の
加
速
を

５
つ
の
小
学
校
の
再
編
は
必
須

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問
市
長

市
長

市
長

中
な

か

に

し西 

秀
ひ

で

と

し俊 

議
員

奥
和
会

観
光
施
設
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
、
民
間
に
よ

る
運
営
、
譲
渡
を
目
指
す
と
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
取
組
み
を
伺
う
。

ひ
め
か
ゆ
温
泉
に
つ
い
て
は
、
（
株
）
ひ
め
か

ゆ
を
優
先
候
補
者
と
し
て
協
議
し
て
い
る
。
衣
川
荘
に

つ
い
て
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募
集
し
て

お
り
、
両
施
設
と
も
に
令
和
３
年
４
月
の
民
間
移
譲
を

目
指
し
て
い
る
。
舞
鶴
の
湯
、
国
見
平
温
泉
、
黒
滝
温

泉
の
３
施
設
も
民
間
譲
渡
を
検
討
す
る
。

恒
常
的
な
経
営
難
が
続
く
ス
キ
ー
場
は
、
財
政

健
全
化
の
観
点
か
ら
廃
止
を
含
め
検
討
す
べ
き
。

ス
キ
ー
場
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
よ
り
、
財
政

健
全
化
と
の
整
合
性
を
図
り
、
廃
止
を
含
め
た
検
討
を

進
め
、
９
月
を
め

ど
に
方
向
性
を
示

す
。 公

共
温
泉
の
今
後
の
方
策
は

市
営
ス
キ
ー
場
の
方
針
は

質 

問

質 

問
市
長

市
長

加か

と

う藤 

清
き
よ
し 

議
員

新
奥
会

Ａ ※
１

Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
の
支
援
を

情
報
通
信
技
術
の
活
用
を

※ 1  ＡＹＡ世代

Adolescent and Young Adult（思春期・若年成人世代）の頭文字をとった用語。一般的に 15
歳から 39 歳までを指す。ＡＹＡ世代は小児と成人の中間に当たり、小児がんと成人がんの両方
のがんが発生し、小児期から徐々にり患者数が増加していく時期に当たる。

用語解説

小学校の統合は避けては
通れない

ＧＩＧＡスクール構想

市営スキー場は抜本的な経営見直しが
必要だ

加齢性難聴への支援が必要ではないか

※ 2  オスプレイ

アメリカ軍に所属する輸送機。飛行機とヘリコプターの特性を合わせ持っており、高速飛行が可
能で、積載量が非常に大きい。一方で、不時着や墜落事故などが複数回発生していることから、
その安全性が疑問視されている。

用語解説

教
育
長

畜産農家へ支援の手を
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市
が
取
り
組
ん
で
い
る
エ ※

４

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
普
及
を
、
も
っ
と
積
極
的
に
す
る
べ
き
。

市
が
作
成
し
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、

徐
々
に
広
が
り
は
見
ら
れ
る
が
、
ま
だ
十
分
に
普
及
し

て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
配
付
だ
け
で

は
な
く
、
ノ
ー
ト
を
作
成
す
る
場
の
提
供
も
行
い
、
な

お
一
層
の
普
及
に
努
め
る
。

高
齢
者
の
認
知
症
有
病
率
は
２
０
２
５
年
に
は

約
２
割
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
認
知
症
者
に
優
し

い
地
域
づ
く
り
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

こ
と
し
４
月
か
ら
市
内
７
カ
所
に
委
託
型
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
よ
り
地
域

に
密
着
し
た
事
業
展

開
が
で
き
る
よ
う
、

連
携
や
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

ここが

聞きたい! 一般質問

新
金
ケ
崎
大
橋
新
設
要
望
に
対
す
る
県
の
回
答

と
今
後
の
具
体
的
取
組
み
を
伺
う
。

一
般
県
道
江
刺
金
ケ
崎
線
に
架
か
る
金
ケ
崎
橋

は
生
活
、
産
業
、
経
済
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
供
用
開
始
以
来
60
年
近
く
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
大
型
車
両
の
す
れ
違
い
や
自
動
車
、
自
転

車
の
通
行
が
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
、
金

ケ
崎
町
と
共
に
県
へ
建
設
要
望
を
し
た
が
、
早
期
事
業

化
は
難
し
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
、
金
ケ
崎
町
、

県
南
広
域
振
興
局
と
定
期
的
に
情
報
交
換
を
し
て
い

く
。
た
だ
し
、
建
設
に
は
百
億
円
も
の
工
事
費
を
必
要

と
す
る
た
め
、
息
の
長
い
要
望
活
動
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
他
に
奥
州
き
ら
め
き
マ
ラ
ソ
ン
の
運
営
費
の
見
直
し

に
つ
い
て
質
問
）

仮
称
・
新
金
ケ
崎
大
橋
新
設
の
見
通
し
は

質 

問
市
長

廣ひ

ろ

の野 

富と

み

お男 

議
員

奥
州
み
ら
い

市
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
は

適
切
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
現
在
は
、
い
わ
ゆ
る
「
３

密
」
を
避
け
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
感
染
症
対

策
、
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
、
教
育
課
程
実
施
上
の
留

意
点
の
調
整
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
市
内
で
感
染
者
が

確
認
さ
れ
た
場
合
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

県
内
、
県
南
、
市
内
に
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
場
合
な
ど
、
６
段
階
の
レ
ベ
ル
を
設
定
し
、
午
前
授

業
や
臨
時
休
業
な
ど
の
対
応
を
と
る
。
臨
時
休
業
後
の

再
開
の
目
安
や
対
応
に
つ
い
て
も
周
知
す
る
。
修
学
旅

行
は
二
学
期
に
延
期
し
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で

実
施
す
る
。
運
動
会
や
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
時
間
の

短
縮
や
内
容
を
精
選
し
て
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
練
習
時
間
や
練
習
試
合
に
一
定

の
制
限
を
設
け
て
実
施
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

質 

問

髙
た

か

は

し橋 

政
ま

さ

い

ち一 

議
員

奥
州
み
ら
い

第
２
期
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
特
徴
は
。 

第
１
期
の
事
業
継
続
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
民

俗
芸
能
振
興
事
業
、
広
域
物
流
ル
ー
ト
の
構
築
に
向
け

た
調
査
研
究
事
業
を
新
た
に
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
林

業
振
興
事
業
に
お
い
て
は
、
発
展
的
に
内
容
の
見
直
し

を
し
て
い
る
。

総
合
支
所
の
グ
ル
ー
プ
制
導
入
か
ら
１
年
が
経

過
し
た
。
制
度
の
利
点
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。 

意
思
決
定
の
迅
速
化
が
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
な
お
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
取
組
む
部
署
も
出
て
き
て
お
り
、
情
報
共

有
に
努
め
て
い
る
。
一
方
で
、
業
務
の
偏
り
が
生
じ
て

お
り
、
そ
の
解
消
に

加
え
、
本
庁
・
支
所

間
の
連
携
お
よ
び
適

正
な
業
務
配
分
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

効
率
的
な
組
織
づ
く
り
の
推
進
を

質 

問

質 

問
市
長

市
長

市
長

市
長

及
お

い

川
か

わ 

春
は

る

樹き

 

議
員

新
奥
会

事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
、

こ
れ
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
民
や
関
係
団
体
と
の
合
意
形
成
に
相
当
の
時

間
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
今
後
は
、
行
政
経
営

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
、
着

実
に
推
進
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

自
営
業
者
・
非
正
規
労
働
者
の
減
収
支
援
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
。

従
業
員
個
々
へ
の
減
収
補
て
ん
を
行
政
が
行
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
個
人
救
済
が
必
要
な
方
に
対
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
、
き
め
細
や
か
な

対
応
を
行
う
。

地
域
で
支
え
る
認
知
症
者
対
策
を

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
（
終
活
支
援
）
の
普
及
を

市
独
自
の
減
収
対
策
支
援
を

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問
市
長

市
長

千ち

葉ば 

和
か

ず

彦
ひ

こ 

議
員

奥
和
会

小お

野の

寺
で

ら 

満
み
ち
る 

議
員

奥
和
会

飯
い

い

ざ

か坂 

一か

ず

や也 

議
員

公
明
党

建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
を
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
公
共
工
事
の
発
注
の
平
準
化
や
除
雪
事
業

に
お
け
る
課
題
へ
の
対
応
は
。

公
共
工
事
に
係
る
一
連
の
サ
イ
ク
ル
の
見
直
し

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
除
雪
事
業
に
つ
い
て
は
、
除
雪

機
械
の
維
持
管
理
費
用
の
改
善
な
ど
も
検
討
し
て
い

く
。

兼
業
農
家
の
減
少
が
著
し
い
。
兼
業
農
家
に
対

し
て
の
政
策
を
進
め
て
い
く
考
え
は
。

中
小
・
家
族
経
営
な
ど
、
地
域
の
多
様
な
経
営

体
と
担
い
手
と
の
協
力
関
係
を
構
築
し
た
い
。
各
種
研

修
に
つ
い
て
、
認
定
農
業
者
だ
け
で
な
く
兼
業
農
家
に

対
し
て
も
周
知
す

る
。
ま
た
、
半
農

半
Ｘ
な
ど
、
多
様

な
農
業
へ
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

兼
業
農
家
へ
の
有
効
な
支
援
を

公
共
事
業
の
早
期
執
行
を

質 

問

質 

問
市
長

市
長

定 ※
３

住
自
立
圏
第
2

期
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
現
状
は

今
こ
そ
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
遂
行
を

QR コードにスマー
トフォンをかざすと、
質問・答弁の動画を
見ることができます。

専兼業別　販売農家数の推移

0

500

1000

1500

2000

1,212

1,963
（千戸）

05年 10年 15年

1,631

1,330

308

955

225

722

165

443 451 443

第2種兼業農家
第1種兼業農家
専業農家

民間委託が始まった地域包括センター

３密に配慮して開催された”

つなげる ” 体育大会

新型コロナの影響により、
人通りはまだ少ない

市民
サービス

業務量

効率化

市民サービスと業務のバランスが重要

工業団地間物流を支える橋の新設を

教
育
長

※ 3  定住自立圏 

近隣市町村がそれぞれ役割分担をし、連携・協力することによって、エリア全体で必要な生活機
能を確保することを目的としたもの。奥州市、北上市、金ケ崎町、西和賀町で定住自立圏を形成
しており、当市と北上市が共同中心市となっている。

用語解説※ 4  エンディングノート

高齢者が人生の最終章を迎えるにあたり、自身の希望を書き留めておくノート。奥州市版は、「わ
たしの生き方ノート」としており、自分自身の生き方を見つめ直し、大切な人に伝えることを書
き留めることができる内容になっている。市役所の窓口で無料配布しているほか、ホームページ
からもダウンロードすることができる。

用語解説



14令和２年６月定例会15 おうしゅう市議会だより

失
業
や
倒
産
、
自
宅
待
機
な
ど
に
よ
る
生
活
苦

か
ら
、
自
殺
や
虐
待
が
増
え
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

適
切
な
相
談
窓
口
に
つ
な
げ
る
、
職
員
ゲ ※

６

ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
育
成
や
、
虐
待
防
止
の
啓
発
活
動
、
各
種

研
修
に
よ
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
、
市
と
し
て

も
対
応
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
問
題
に
よ
り
、

飲
食
・
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
業
が
苦
し
ん
で
い
る
。
電
気
代

の
一
部
を
支
援
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
雇
用
調
整
助
成

金
の
対
象
か
ら
外
れ
た
人
を
、
市
が
支
え
る
べ
き
で
は
。

民
間
事
業
者
に
は
、
市
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
電
気
代
を
対
象
と
し
た
支

援
の
予
定
は
な
い
。
生

活
困
窮
者
に
は
、
市
の

住
宅
確
保
給
付
金
や
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
緊

急
小
口
資
金
な
ど
の
支

援
策
が
あ
る
ほ
か
、
最

後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
あ
る
生
活
保
護
制

度
が
あ
る
。

市民に直接情報を伝える
加古川市のアプリ

（
株
）
ひ
め
か
ゆ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
問
題
で
業
績
が
大
幅
に
悪
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
指
定
管

理
料
の
見
直
し
や
、
固
定
資
産
税
の
免
除
な
ど
の
手
立

て
も
必
要
で
は
な
い
か
。

３
月
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
４
月
は
宴

会
客
90
・
４
％
、
宿
泊
客
82
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

融
資
を
受
け
て
運
転
資
金
を
確
保
し
た
ほ
か
、
指
定
管

理
契
約
に
基
づ
き
、
不
可
抗
力
に
よ
る
減
収
分

５
０
０
万
円
余
の
補
填
金
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

水
沢
農
業
高
校
の
農
業
科
学
科
の
生
徒
数
は
40

人
で
「
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
で
大
変
そ
う
だ
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
県
に
対
し
少
人
数
学
級
制
の
導

入
を
求
め
、
県
南
全
域
か
ら
生
徒
を
募
集
で
き
る
学
校

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

主
要
５
科
目
は
教
員
２
人
態
勢
、
教
科
に

よ
っ
て
は
４
人
態
勢
で
対
応
し
て
お
り
、
十
分
に
少
人

数
指
導
が
実
現
で
き
て
い
る
。
同
校
は
、「
食
を
創
造
し
、

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
す
る
力
を
も
つ
職
業
人
の
育

成
」
を
め
ざ
し
て
お
り
、
中
学
校
へ
の
情
報
提
供
を
行

い
協
力
し
て
い
き
た
い
。

ここが

聞きたい! 一般質問

指
定
避
難
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は
。

「
３
密
」
の
防
止
が
課
題
で
あ
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
が
必
要
と
考
え
る
。
避
難
者
１
人
当
た
り
の
床
面
積
を
、

２
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
16
平
方
メ
ー
ト
ル
に
見
直
し
た
。

ま
た
、
第
２
次
収
容
避
難
所
の
う
ち
、
６
施
設
を
第
１
次

収
容
避
難
所
と
同
時
に
開
設
で
き
る
よ
う
、
職
員
を
割
り

当
て
し
、
増
設
の
準
備
を
整
え
た
。

国
民
宿
舎
サ
ン
ホ
テ
ル
衣
川
荘
の
民
間
移
譲
の

見
通
し
は
。

衣
川
荘
の
譲
渡
公
募
に
つ
い
て
、
引
き
合
い
は

あ
る
。
全
く
何
も
反
応
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

今
後
、
具
体
の
協
議
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
支
援
こ
れ
で
い
い
の
か

千ち

ば葉 

康
や

す

ひ

ろ弘 

議
員

奥
州
み
ら
い

衣
川
荘
の
継
続
営
業
を

コ
ロ
ナ
感
染
に
対
応
で
き
る
避
難
所
を

質 

問

質 

問

菅
す

が

わ

ら原 

明
あ
き
ら 

議
員

日
本
共
産
党

21
世
紀
は
人
間
と
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
、
感

染
症
病
床
を
持
つ
水
沢
病
院
の
役
割
は
一
層
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
早
急
な
新
病
院
の
建
設
が
望
ま
れ
る
。

新
病
院
建
設
の
前
提
と
な
る
地 ※

５

域
医
療
介
護
計

画
は
、
６
月
中
に
と
り
ま
と
め
る
。

胆
江
地
区
で
唯
一
感
染
症
病
床
の

あ
る
水
沢
病
院
は
、
感
染
の
第
２
波
に
備
え
、
入
院
受

入
れ
の
た
め
の
施
設
設
備
を
進
め
て
い
る
。

誘
致
企
業
の
破
た
ん
で
、
市
は
県
に
企
業
立
地

促
進
補
助
金
約
２
５
０
０
万
円
を
返
還
し
た
。
市
民
の

税
金
で
県
に
返
還
す
る
制
度
を
改
め
る
べ
き
だ
。

県
の
補
助
対
象
は
市
、
市
の
補
助
対
象
は
企
業

で
あ
り
、
県
と
企
業
は
直
接
関
係
な
い
と
い
う
間
接
補

助
の
あ
り
方
は
、
整
合
性
の
取
れ
る
よ
う
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

地
域
医
療
充
実
の
た
め
新
病
院
建
設
を

市
税
で
県
に
返
還
す
る
補
助
金
制
度
を
改
め
よ

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
・
学
校
経
営
を

質 

問

質 

問
市
長

市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
た
め
、
モ

バ
イ
ル
や
ネ
ッ
ト
環
境
を
ど
う
活
か
す
の
か
。

業
務
の
大
半
は
個
人
情
報
を
扱
う
た
め
、
対
応

で
き
る
業
務
は
限
定
さ
れ
る
。
環
境
を
構
築
す
る
た
め

の
費
用
が
膨
大
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
実
現
は
困
難
。

し
か
し
、
先
進
事
例
を
参
考
に
し
研
究
を
続
け
る
。

現
状
で
は
実
施
で
き
る
状
況
に
な
か
っ
た
。

今
年
度
予
定
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
時
に
、
ウ
ェ

ブ
カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
を
搭
載
し
た
も
の
を
導
入
す
る
。

学
校
間
の
会
議
等
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
い
。
ま

ず
は
教
職
員
間
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク

を
実
践
し
て
み
る
機
会
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
補
完
し
、
市
民
一
人

ひ
と
り
に
必
要
な
情
報
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
る
こ
と

の
で
き
る
ア
プ
リ
の
開
発
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

幅
広
く
情
報
を
伝
え
る
た
め
、
ア
プ
リ
等
の
活

用
も
考
え
ら
れ
る
。
情
報
発
信
方
法
の
整
理
や
運
用
体

制
も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質 

問
市
長

市
長

及
お

い

か

わ川 

善よ

し

お男 

議
員

日
本
共
産
党

髙
た

か

橋
は

し 

晋
す
す
む 

議
員

新
奥
会

医
業
収
益
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

４
月
は
３
５
０
０
万
円
の
赤
字
で

あ
り
、
５
月
は
さ
ら
に
厳
し
い
。

繰
入
金
も
含
め
、
改
革
プ
ラ
ン
の
次
期
計
画
の

策
定
予
定
は
。

地 ※
５

域
医
療
介
護
計
画
が
定
ま
っ
た

段
階
で
検
討
す
る
。
財
政
状
況
を
踏
ま
え
繰
入
金
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

発
熱
外
来
の
設
置
や
市
の
単
独
支
援
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。
生
活
・
経
済
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

の
施
策
や
制
度
な
ど
を
最
大
限
活
用
す
る
。
そ
れ
で
も

及
ば
な
い
部
分
を
市
が
独
自
に
カ
バ
ー
す
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
市
の
支
援
を
積
極
的
に

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま
え
た
病
院
経
営
改
革
を

質 

問

質 

問

質 

問

及
お

い

か

わ川 

佐
た
す
く 

議
員

奥
州
み
ら
い

コ
ロ
ナ
が
ひ
め
か
ゆ
の
営
業
に
与
え
る
影
響
は

広
域
か
ら
生
徒
が
集
ま
る
水
農
の
実
現
を

質 

問
市
長

今こ

ん

の野 

裕
ひ

ろ

ふ

み文 

議
員

日
本
共
産
党

QR コードにスマー
トフォンをかざすと、
質問・答弁の動画を
見ることができます。

準備万端の発熱外来

営業継続が望まれる衣川荘

江刺工業団地の案内看板

自
殺
・
虐
待
の
防
止
を

質 

問

にぎわい戻れ「まち」の商店街

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質 

問

質 

問

教
育
長

教
育
長

質 

問

※ 5  地域医療介護計画 

胆江圏域の医療・介護資源の状況把握と将来需要に基づいて、今後の医療や介護連携などの方向
性について示す計画。令和２年度中の策定を予定。

用語解説※ 6  ゲートキーパー

自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応をとることができる人。具体的には、悩んでいる
人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守ること。言わば、「命の門番」。

用語解説


